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ＮＡＫＵＲＡ　Ｈｉｒｏｎｏｒｉ（48歳）
▶1964年　東京都大田区生まれ
▶1987年　昭和大学薬学部　卒業
▶1987年　北海道大学薬学部　研究生
▶1992年　昭和大学薬学部臨床薬学教室　研究生 
▶1994年　聖マリアンナ医科大学医学部薬理学教室　助手 
▶1998年　 通産省（現・経産省）博士研究員として東京工業大学

生命理工学部勤務
▶2000年　昭和大学病院薬剤部にて初めて薬剤師として勤務
▶2007年　岡山大学医療教育統合開発センター　准教授
▶2012年　 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科救急薬学分野

　准教授
▶2012年　同分野　教授

医歯薬学総合研究科　薬学系　教授

名倉 弘哲

「高度な知の創成と的確な知の継承」――。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

◀ 高度救命救急センターで学生に指導
する名倉教授（左から 3 人目）

▲ 災害に備えヘリコプター搭乗訓練を行う名倉教授（右）

学
生
も
医
療
現
場
体
験

「
こ
れ
ま
で
薬
剤
師
は
人
の
生
死

に
関
わ
る
場
に
直
接
関
わ
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
チ
ー
ム
医
療
が
求
め
ら
れ

る
中
、
薬
剤
師
の
フ
ォ
ロ
ー
は
ま
す

ま
す
重
要
」
と
名
倉
教
授
は
言
う
。

医
師
の
指
示
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、

積
極
的
に
医
療
に
関
わ
る
＂
薬
の
プ

ロ
〟
と
し
て
の
自
負
が
に
じ
む
。
分

野
の
研
究
内
容
は
、
薬
物
治
療
の
患

者
の
予
後
改
善
、
感
染
症
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
抗
生
物
質
の
使
い
方

な
ど
、
臨
床
現
場
で
の
対
応
が
中
心
。

現
在
は
４
～
６
年
の
学
生
７
人
が
研

究
室
に
所
属
。
４
年
生
は
「
医
療
に

お
け
る
薬
剤
師
の
責
任
を
肌
で
感
じ

て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
岡
山

大
学
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

で
医
療
現
場
を
間
近
に
見
て
、
薬
剤

師
の
専
門
領
域
を
学
ぶ
。
５
、６
年
生

は
、出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
人
に
よ
っ

て
経
過
が
異
な
る
症
状
に
対
し
、
実

際
の
投
薬
や
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
根

拠
の
あ
る
最
適
な
治
療
法
を
探
る
研

究
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
は
日
本
臨
床
救
急
医
学
会
が
本

年
度
認
定
を
始
め
た
「
救
急
認
定
薬

剤
師
」
の
取
得
も
目
指
す
。

災
害
へ
の
備
え
緩
め
ず

　

全
国
初
の
救
急
薬
学
分
野
と
し
て

全
国
か
ら
見
学
希
望
も
相
次
ぐ
。
薬

局
が
在
宅
医
療
を
支
え
る
動
き
も
広

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
役
薬
剤

師
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。
注

目
が
集
ま
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、
名
倉

教
授
は
災
害
へ
の
備
え
を
緩
め
な

い
。
岡
山
大
学
病
院
や
岡
山
市
消
防

局
の
災
害
訓
練
に
学
生
と
と
も
に
参

加
す
る
ほ
か
、
病
院
の
医
師
・
看
護

師
・
薬
剤
師
で
つ
く
る
医
療
チ
ー
ム

「
D
M
A
T
」
承
認
に
向
け
活
動
し
て

い
る
。「
災
害
が
少
な
い
岡
山
だ
か
ら

人
材
育
成
に
向
い
て
い
る
。
岡
山
大

卒
の
薬
剤
師
＝
救
急
・
災
害
に
強
い
、

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人
材
を

全
国
に
輩
出
し
た
い
」
と
力
を
込
め

る
。

被
災
地
に
〝
薬
難
民
〞

分
野
開
設
を
大
き
く
後
押
し
し
た

の
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
医
療
教
育

統
合
開
発
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
医
・

歯
・
薬
学
が
協
力
し
て
医
療
教
育
を

推
進
し
て
お
り
、５
年
前
に
セ
ン
タ
ー

に
赴
任
し
た
名
倉
教
授
も
薬
剤
師
と

し
て
の
臨
床
実
務
経
験
を
持
つ
研
究

者
と
し
て
、
救
急
現
場
で
薬
剤
師
の

役
割
を
模
索
し
て
い
た
。
学
内
救
急

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
国
内
外
の
研

修
に
参
加
す
る
な
ど
、
同
研
究
科

︵
医
︶
の
氏
家
良
人
教
授
ら
と
救
急
医

療
チ
ー
ム
作
り
を
目
指
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
大
震
災
が
発
生
。
岡
山
大
学

病
院
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被

災
地
に
派
遣
さ
れ
た
名
倉
教
授
は「
多

く
の
＂
薬
難
民
〟
を
目
の
当
た
り
に

し
、
薬
剤
師
は
緊
急
時
に
こ
そ
専
門

能
力
を
発
揮
す
べ
き
だ
と
実
感
し
た
」

と
振
り
返
る
。
カ
ル
テ
や
お
薬
手
帳

が
な
く
日
ご
ろ
飲
ん
で
い
た
薬
が
分

か
ら
な
い
患
者
、
支
援
物
資
と
し
て

届
け
ら
れ
た
医
薬
品
を
仕
分
け
し
な

い
と
使
え
な
い
状
況
…
。
薬
剤
師
が

圧
倒
的
に
足
り
な
か
っ
た
。

元
々
薬
学
部
で
も
臨
床
に
即
し
た

教
育
研
究
分
野
が
必
要
と
の
認
識
が

あ
り
、震
災
後
の
社
会
の
要
請
も
あ
っ

て
、
新
分
野
開
設
は
ご
く
自
然
の
流

れ
で
あ
っ
た
。

チーム医療の要
救急に強い薬剤師育てる
東日本大震災を機に、救急時や災害時の医療現場における薬
剤師の必要性に注目が集まっている。人材育成が求められる
中、2012 年 3 月、薬学部に全国初となる「救急薬学分野」が
開設された。開設時から中心となり指導にあたるのが、医歯
薬学総合研究科薬学系の名倉弘哲教授。学生とともに臨床現
場の最前線に立ち、新たな薬剤師像を岡山から発信している。




